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主な内容主な内容

発行／黒潮町役場

わがまちデータわがまちデータ 2018（平成30）年5月31日現在

●人　口　11,311人（前月比10人増）

●世帯数　5,530世帯
●15歳未満の年少人口　953人（比率8.43％）

●65歳以上の老齢人口　4,837人（比率42.76％）

●人口のうごき
　増加 39人　出生4人　     転入25人　    その他10人

　減少 29人　死亡14人　   転出12人　    その他3人
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黒
潮
町
役
場
の
本
庁
舎
が
昨
年
１１
月

に
完
成
し
１
月
よ
り
利
用
が
始
ま
っ
た

こ
と
を
記
念
し
、
６
月
３
日
（
日
）
、
落

成
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
落
成
式
典
に
は
、
高
知
県
知
事
や
国

会
議
員
の
ほ
か
、
工
事
関
係
者
な
ど
約

２
０
０
人
の
来
賓
が
出
席
、
ま
た
、
住

民
な
ど
約
３
０
０
人
が
来
場
し
新
庁
舎

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
大
西
町
長
か
ら
「
新
庁

舎
完
成
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
町
政
の
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
工
事
経
過
の
報
告
、

来
賓
祝
辞
、
ま
た
、
庁
舎
建
設
に
携
わ

っ
た
工
事
関
係
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、

佐
賀
中
学
校
・
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
合
同
演
奏
や
、
幡
多
舞
人
に
よ

る
演
舞
も
行
わ
れ
、
最
後
の
餅
投
げ
に

は
多
く
の
住
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
で
あ
い
の
里
蜷
川
に
よ
る
町

内
産
の
食
材
を
中
心
に
使
っ
た
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
、
出
席
者
は
黒
潮
町
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
祝
福
し
合
い
ま
し
た
。

平成３０年６月３日

黒潮町役場本庁舎 落成式典

平成３０年６月３日

黒潮町役場本庁舎 落成式典

平成３０年６月３日

黒潮町役場本庁舎 落成式典

 【施設概要】

●総事業費　　19億3,982万1,480円 　　　●標　　高　　26m　

●建築面積　　1,915.25㎡　　　　　　 　　●延床面積　　4,596.92㎡

●構　　造　    耐震構造　鉄骨造3階建

工事関係者へ感謝状贈呈

縒

縡

関係者によるテープカット縒

幡多舞人によるよさこい縱

多くの人で賑わう餅投げ縟

祝賀会場での鏡開き縉

万歳三唱縋

縡縱

縟

縉縋
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佐
賀
保
育
所
園
児
ら
ア
ユ
放
流

黒
潮
町
初
の
関
取
誕
生

千
代
の
海
明
太
郎
さ
ん
十
両
へ
昇
進

　
黒
潮
町
出
身
で
大
相
撲
力
士
の
千
代

の
海
明
太
郎
さ
ん
（
本
名 

饌
町
明
太
郎
）

が
５
月

３０
日
（
水
）
、
新
十
両
へ
の
昇
進

が
決
定
し
、
黒
潮
町
初
の
関
取
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
力
士
養
成
員
と
呼
ば
れ
る

幕
下
の
力
士
で
あ
っ
た
千
代
の
海
さ
ん

は
、
同
日
、
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た

日
本
相
撲
協
会
に
よ
る
番
付
編
成
会
議

で
、
黒
潮
町
初
、
ま
た
、
平
成

２０
年
春

場
所
の
土
佐
豊
以
来
の
高
知
県
出
身
・

新
十
両
と
な
り
ま
し
た
。

 
昇
進
が
決
定
し
た
当
日
、
千
代
の
海

さ
ん
の
実
家
に
は
家
族
や
町
内
の
関
係

者
ら
が
集
ま
り
、
千
代
の
海
さ
ん
本
人

か
ら
の
報
告
を
待
ち
ま
し
た
。
待
つ
こ

と
数
十
分
、
「
十
両
に
な
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
の
で
応

援
し
て
ほ
し
い
」
と
本
人
か
ら
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。

母
・
明
恵
さ

ん
は
涙
な
が

ら
に
報
告
を

受
け
、
室
内

に
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し

た
。

　
父
・
学
さ
ん
と
明
恵
さ
ん
は
、「
い

つ
も
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
。
病
気
や
怪
我
を
せ
ず
、
多
く
の
人

か
ら
愛
さ
れ
る
力
士
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と

話

し
、

集
ま
っ
た

約
６０
人
の

住
民
ら
と

万
歳
三
唱
、

互
い
に
喜

び
を
共
有

し
ま
し
た
。

　
平
成

３０
年
春
の
叙
勲
で
黒
潮
町
在
住

の
倉
橋
新
一
さ
ん
（
瑞
宝
双
光
章
）
と
宮

川
昌
弘
さ
ん
（
旭
日
単
光
章
）
が
受
章
し

ま
し
た
。

　
倉
橋
さ
ん
は
昭
和

４９
年
、
当
時
の
大

方
町
消
防
団
早
咲
分
団
員
と
し
て
入
団

後
、

４０
年
に
わ
た
り
黒
潮
町
の
消
防
防

災
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成

２４
年
に
地
震
津
波
の
新
想
定
が

発
表
さ
れ
た
際
、
黒
潮
町
消
防
団
長
だ

っ
た
倉
橋
さ
ん
は
当
時
に
つ
い
て
、「
新

想
定
に
言
葉
が
出
な
か
っ
た
が
、
町
民

の
命
を
地
震
津
波
に
よ
っ
て
失
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
、
救
え
な
い
命
は
な
い

と
い
う
思
い
で
団
長
を
務
め
て
き
た
。

団
と
し
て
の

４０
年
は
長
い
よ
う
で
短
か

っ
た
が
、
今
後
は
、
一
住
民
と
し
て
地

域
の
安
心
安
全
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
元
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
組
合
長
の

宮
川
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て

３５
年
、

役
員
と
し
て

１５
年
、
黒
潮
町
や
幡
多
地

域
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
賞
は
驚

い
た
が
、
キ
ュ
ウ
リ
の
選
果
機
の
導
入

や
幡
多
地
域
の
農
協
合
併
な
ど
、
当
時

の
活
動
を
評
価
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と

思
う
。
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
農
業
の

振
興
に
携

わ
れ
た
こ

と
は
幸
せ

だ
っ
た
。

黒
潮
町
は

農
業
が
中

心
の
ま
ち
。

今
後
は
、

さ
ら
に
若

い
農
家
が

増
え
て
い

く
こ
と
を

期
待
し
た

い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
不
破
原
地
区
・
伊
与
木
川
で
５
月

２２

日（
火
）、「
佐
賀
の
伊
与
木
川
を
守
る
会
」

が
主
催
す
る
稚
ア
ユ
の
放
流
に
佐
賀
保

育
所
園
児
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
成

２４
年
よ
り
始
ま
っ
た
稚
ア
ユ
の

放
流
は
今
年
で
６
回
目
と
な
り
、
体
長

１０
㎝
前
後
の
ア
ユ
約
２
０
０
０
匹
を
川

に
放
流
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
明
神
照
男
会
長
は
大
き
く
な

る
よ
う
ア
ユ
に
言
葉
を
か
け
な
が
ら
川

に
泳
が
す
よ
う
園
児
ら
に
話
し
、
園
児

ら
は
、
ア
ユ
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
慎
重

に
運
び
、
声
を
か
け
な
が
ら
泳
い
で
い

く
ア
ユ
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
地
元
の
住
民

７４
人
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
明
神
会
長
は
「
子

ど
も
た
ち
に
自
然
を
大
事
に
す
る
気
持

ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

報告を受ける母・明恵さん

喜ぶご両親ら（写真１列目中央）

宮川昌弘さん 倉橋新一さん（写真右）

アユを放流する園児たち

町
民
２
名
が
春
の
叙
勲
を
受
章
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黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行

委
員
会
の
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
中
学

生
ゴ
ル
フ
体
験
教
室
」
が
５
月

２６
日（
土
）、

土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
中
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
大
方
中
学
校
野
球
部

員
７
名
と
佐
賀
中
学
校
卓
球
部
員

１２
名

の
計

１９
名
で
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
八

木
敦
士
さ
ん
（
黒
潮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
所
属
）
に
よ
る
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

八
木
プ
ロ
の
指
導
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
握

り
方
や
ス
イ
ン
グ
の
仕
方
、
パ
ッ
ト
な

ど
ゴ
ル
フ
の

基
礎
を
学
び
、

そ
の
後
、
実

際
に
コ
ー
ス

で
の
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
も

体
験
し
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
「
止
ま
っ
て
い
る

ボ
ー
ル
を
打
つ
の
は
簡
単
だ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
最
初
は
何
度
も
空
振
り
を

し
た
。
う
ま
く
当
た
る
と
気
持
ち
よ
か

っ
た
」
と
、
慣
れ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
同

教
室
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
の
植
田
雄

二
事
務
局
長
は
、「
中
学
生
が
ゴ
ル
フ

に
触
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
ま
し

て
や
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
指
導
し
て
も

ら
う
機
会
は
ま
れ
。
思
い
出
と
し
て
残

し
て
も
ら
い
、
将
来
故
郷
に
帰
っ
て
来

て
、
ま
た
、
故
郷
以
外
で
も
い
い
の
で

ゴ
ル
フ
を
身
近
に
感
じ
、
親
し
ん
で
く

れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
第

１４
期
ビ
オ
ス
お
お
が
た
創
業
祭
「
黒

潮
町
の
ら
っ
き
ょ
う
祭
り
」
が
６
月
２

日
（
土
）
・
３
日
（
日
）
、
道
の
駅
ビ
オ
ス

お
お
が
た
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
創
業
祭
で
は
、
黒
潮
町
の
自
然
と

美
味
し
い
物
を
県
内
外
に
伝
え
よ
う
と
、

高
知
県
内
で

７０
％
の
生
産
量
を
誇
る
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
を
使
っ
た
「
ら
っ
き
ょ
う
バ

ー
ガ
ー
」
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
町
外
か
ら
の
来
場
者
は
、「
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
の
香

り
が
し
て

美
味
し
い
。

と
て
も
食

べ
や
す
い
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

　
拳
ノ
川
に
拠
点
を
置
く
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
佐
賀
北
部
が
６
月
よ
り
、
同
セ

ン
タ
ー
内
で
モ
ー
ニ
ン
グ
の
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
「
さ
が
谷
三
里
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
毎

月
第
１
木
曜
日
を
営
業
日
と
し
、
初
回

の
６
月
７
日
（
木
）
に
は
地
域
住
民
な
ど

約
５０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は

３
種
類
。
主
食
を
パ
ン
か
ご
飯
か
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
食
材
を
使
用
し

た
サ
ラ
ダ
な
ど
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
佐
賀
北
部

活
性
化
推
進
協
議
会
食
部
会
・
会
計
の

宮
闢
秀
美
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
４
月
下
旬

に
は
他
施
設
の
視
察
に
も
行
き
、
メ
ン

バ
ー
同
士
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
メ

ニ
ュ
ー
を
決
定
。「
お
客
さ
ん
や
ス
タ

ッ
フ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
な
れ
ば
」
と
の
思
い
で
始
め
た
そ

う
で
す
。

　
こ
の
日
伊
与
喜

地
区
か
ら
訪
れ
た

女
性
は
、「
美
味
し
い
。

月
１
と
言
わ
ず
も

っ
と
開
催
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
町
内
で
活
動
す
る
剣
道
チ
ー
ム
黒
潮

町
一
心
会
が
６
月
３
日
（
日
）
、
高
知
県

立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
高

知
県
道
場
少
年
剣
道
大
会
」
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
団
体
戦
・
小
学
生
の
部
３
位
、
ま
た
、

個
人
戦
・
高
学
年
男
子
の
部
３
位
と
い

う
成
績
を
残
し
、
７
月

２４
日
（
火
）
に
日

本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
「
第

５３
回
全
国

道
場
少
年
剣
道
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

【
団
体
戦
・
小
学
生
の
部
３
位
】

 
伊
芸
　
も
な
み
さ
ん
（
三
浦
小
６
年
）

 
深
木
　
琉
生
さ
ん
（
三
浦
小
５
年
）

 
井
上
　
真
希
さ
ん
（
具
同
小
５
年
）

 
森
　
理
日
叶
さ
ん
（
田
ノ
口
小
５
年
）

 
松
本
　
泰
平
さ
ん
（
中
村
小
６
年
）

 
松
尾
　
恭
太
郎
さ
ん
（
入
野
小
６
年
）

　
（
写
真
‥
右
上
か
ら
時
計
回
り
）

【
個
人
戦
・
高
学
年
男
子
の
部
３
位
】

　
松
本
　
泰
平
さ
ん

第
２
回
中
学
生
ゴ
ル
フ
体
験
教
室
開
催

モ
ー
ニ
ン
グ
で
交
流
促
進
を

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
佐
賀
北
部

ら
っ
き
ょ
う
祭
り
開
催

プロにフォームを習う生徒

らっきょうバーガー

モーニングを楽しむ人々

黒潮町一心会の皆さん

黒
潮
町
一
心
会
が
全
国
へ
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平成30年度6月議会後予算

黒潮町の6月議会提案後の一般会計予算は

101億2,893万9千円です

黒潮町の6月議会提案後の一般会計予算は

101億2,893万9千円です

黒潮町の6月議会提案後の一般会計予算は

101億2,893万9千円です
― 前年度6月議会後と比較すると9.8％（10億9,823万5千円）の減額となりました ―

2018（平成30）年度

一般会計の概要

　平成30年度の当初予算は「骨格予算」となっていましたが、6月の町議会定例会に新規事業や政策推

進のための予算（肉付け予算）を上程したことにより、6月議会提案後の一般会計は101億2,893万9

千円で、平成29年度6月議会後予算と比較すると、10億9,823万5千円（9.8％）の減額予算となり

ました。特別会計を含む普通会計は、重複分を差し引いた純計予算で100億5,390万4千円となり、

昨年度の6月議会後予算と比較して、10億8,384万6千円（9.7％）の減となりました。

　これに、国民健康保険事業特別会計などの8特別会計予算を加え、重複分を差し引いた純計予算は、

135億4,297万3千円で、15億5,456万7千円（10.3％）の減となります。

　本来予算は、その年度の歳入、歳出すべてについて年間の見通しのうえにたって編成されるべ

きものですが、地方公共団体の長や議員の選挙時期などの関係から政策的な判断がしにくいなど

の事由がある場合、政策的経費などの予算計上を避け、人件費など必要最小限度の経費を計上す

る予算編成を行うことがあり、これを慣用的に「骨格予算」といいます。そして、これらの事由が

解消後、政策的経費や新規事業費などを加える補正予算を「肉付け予算」といいます。

【骨格予算・肉付け予算】とは？

29年度予算
（6月議会後）

30年度予算
（6月議会後）

（29年度予算）
30年度予算

純計額
会　　　計　　　名 差引増減額

一 　 般 　 会 　 計 11,227,174

住宅新築資金等貸付事業特別会計 4,135

宮 川 奨 学 資 金 特 別 会 計 20,870

情 報 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 281,637

11,533,816

10,128,939

3,311

18,402

274,415

10,425,067

△1,098,235

△824

△2,468

△7,222

△1,108,749

11,227,174

4,135

20,870

281,637

（△396,066）
① 　　△371,163普 通 会 計 の 計

11,137,750A 10,053,904 △1,083,846
（△396,066）

① 　　△371,163普 通 会 計 の 純 計 後
計－①

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5,363

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1,709,680

介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 16,772

後期高齢者医療保険事業特別会計 193,282

4,698,182

5,363

1,658,735

17,283

201,047

4,197,669

0

△50,945

511

7,765

△500,513

11,227,174

4,135

20,870

281,637

水 道 事 業 特 別 会 計 242,716

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 2,407,003

国 民 健 康 保 険 直 診 特 別 会 計 85,996

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 37,370

268,432

1,924,228

85,060

37,521

25,716

△482,775

△936

151

11,227,174

4,135

20,870

281,637

（△738,392）
② 　　△708,600普通会計以外の特別会計・計

3,959,790B 3,489,069 △470,721
（△396,066）

① 　　△371,163特 別 会 計 の 純 計 後
計－②

15,097,540 13,542,973 △1,554,567

（単位：千円）

（△396,066）
① 　　△371,163合 　 　 　 　 　 　 計

A+B

※給与等集中処理特別会計は、他の会計と重複するため表示していません。
※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。
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歳　入

平成30年度6月議会後予算

特定財源・一般財源の別

前年度比較

一般財源　49.5%
50億1,448万8千円

一般財源　49.5%
50億1,448万8千円

特定財源　50.5%
51億1,445万1千円

特定財源　50.5%
51億1,445万1千円

町債　13.7%
13億8,940万円

繰入金　9.3%
9億3,720万7千円

地方交付税　38.5%
39億円

国庫支出金　9.7%
9億8,110万7千円

県支出金　9.8%
9億8,900万8千円

町税　8.1%
8億2,408万8千円

その他　4.2%
4億2,332万4千円

分担金・負担金　0.2%　
2,033万9千円

使用料・手数料
3.7%　3億7,406万6千円

譲与税・交付金　2.9%
2億9,040万円

依存財源・自主財源の別

依存財源　74.5%
75億4,991万5千円

自主財源　25.5%
25億7,902万4千円

依存財源　74.5%
75億4,991万5千円

自主財源　25.5%
25億7,902万4千円

平成29年度

■町税　■譲与税・交付金　■地方交付税　■分担金・負担金　■使用料・手数料　■国庫支出金　■県支出金　■繰入金　■町債　■その他

0 2,000

平成30年度

4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

（単位：百万円）

一般会計の内訳（歳入）
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平成30年度6月議会後予算

一般会計の内訳（歳出）

前年度比較（性質別）

平成29年度

■人件費　■扶助費　■公債費　■普通建設事業費　■災害復旧事業費　■物件費　■補助費等　■繰出金　■その他

0 2,000

平成30年度

4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

前年度比較（目的別）

平成29年度

■総務費　■民生費　■公債費　■消防費　■土木費　■教育費　■衛生費　■農林水産業費　■商工費　■労働費　■災害復旧費　■議会費　■予備費

0 2,000

平成30年度

4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

○お問い合わせ　本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

6月議会に提案した主な事業

・小さな拠点医療等相談事業委託� 120万円

・子ども子育て支援事業計画（ニーズ調査）�156万9千円

・施設レモン産地化支援事業費補助金� 209万円

・新漁業等挑戦促進事業補助金� 540万円

・ふるさと納税寄附拡大化支援委託� 500万円

・公営住宅整備事業� 3,080万円

性質別目的別

衛生費　5.8%
5億8,335万5千円
衛生費　5.8%
5億8,335万5千円

農林水産業費　5.2%
5億2,795万2千円

商工費　1.6%
1億5,812万9千円

労働費　0.5%
4,933万4千円 災害復旧費　0.5%

5,466万9千円

議会費　0.8%
7,608万4千円

予備費　0.1%
1,516万4千円

消防費　11.8%
11億9,164万2千円

土木費　9.1%
9億2,230万6千円

教育費　6.4%
6億5,260万9千円

物件費
15.6%
15億7,707万2千円

補助費等
13.5%
13億7,121万7千円

補助費等
13.5%
13億7,121万7千円

繰出金　10.2%
10億3,550万7千円

その他　5.1%
5億1,285万8千円

公債費
12.7%
12億8,684万8千円

公債費
12.7%
12億8,684万8千円

普通建設事業費　21.5%
21億8,229万1千円

災害復旧事業費
0.5%　4,931万6千円公債費　12.7%

12億8,684万8千円

民生費　22.5%
22億8,080万円
民生費　22.5%
22億8,080万円

総務費　23.0%
23億3,004万7千円
総務費　23.0%
23億3,004万7千円

人件費　15.0%
15億1,583万円

扶助費　5.9%
5億9,800万円

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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楽
し
か
っ
た
春
の
遠
足

や
り
切
っ
た
ひ
な
ん
訓
練

　
５
月
１
日
に
春
の
遠
足
が
あ

り
ま
し
た
。
上
級
生
と
下
級
生

が
手
を
つ
な
い
で
歩
き
ま
し
た
。

学
校
か
ら
熊
井
の
方
に
行
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
山
道
を
歩
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
は
、
塩
屋
の
浜
で
す
。
長
い
道
の
り
を

歩
く
の
は
大
変
だ
け
ど
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ

に
歩
い
て
い
く
の
は
楽
し
い
で
す
。
休
け
い
の

と
き
に
飲
ん
だ
お
茶
は
い
つ
も
よ
り
も
お
い
し

く
感
じ
ま
し
た
。
道
に
寝
転
が
る
と
冷
た
く
て

気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
約
１
時
間

４０
分
で
着

き
ま
し
た
。
下
級
生
も
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
歩

き
ま
し
た
。
着
い
た
と
き
は
、
足
を
動
か
す
の

も
つ
ら
く
て
、
少
し
座
っ
て
休
み
ま
し
た
。

　
塩
屋
の
浜
に
つ
い
て
、
砂
の
芸
術
を
し
ま
し

た
。
私
の
班
は
、
ネ
コ
を
作
り
ま
し
た
。
最
初

に
線
で
ネ
コ
の
絵
を
か
い
て
、
砂
を
山
の
よ
う

に
も
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。
か
わ
い
た
砂
だ

と
く
ず
れ
る
の
で
、
海
水
に
ぬ
れ
た
砂
も
使
い

ま
し
た
。
１
年
生
と
い
っ
し
ょ
に
取
っ
て
き
た

き
れ
い
な
貝
が
ら
を
目
や
耳
に

か
ざ
り
つ
け
ま
し
た
。
４
人
で

協
力
し
て
頑
張
っ
て
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
き
れ
い
に
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

 
１
年
生
と
い
っ
し
ょ
に
み
ん
な
で
楽
し
い
春

の
遠
足
に
な
り
ま
し
た
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　
６
年
　
櫻
木
　
杏
奈
）

な

あ
ん

 
入
野
の
錦
野
で
保
・
小
・
中
・
高
合
同
の
ひ

な
ん
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
に
げ
て
い
る
時
、

も
し
こ
れ
が
現
実
だ
っ
た
ら
、
人
が
い
っ
ぱ
い

い
て
、
そ
こ
で
は
人
が
こ
ん
ら
ん
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
か
…
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
走
り
ま
し
た
。

　
け
い
察
官
や
消
防
士
さ
ん
の
話
で
、「
地
し
ん

は
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
時
、

あ
あ
、
い
つ
地
し
ん
が
来
て
も
い
い
よ
う
に
心

の
じ
ゅ
ん
び
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ひ
な
ん
訓
練
は
、
９
時

４５
分
だ
っ
た

け
ど
、
本
当
は
、
も
っ
と
早
い
時
間
か
も
し
れ

な
い
し
、
お

そ
い
時
間
か

も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
今
か

ら
防
災
グ
ッ

ズ
の
使
い
方

を
学
ん
だ
り
、

に
げ
る
場
所

の
か
く
に
ん

を
し
て
お
き

た
い
で
す
。

（
入
野
小
学
校
　
４
年
　
岩
村
　
成
海
）

お
年
寄
り
訪
問
と
防
災
学
習

　
佐
賀
中
学
校
で
は
、

４０
年
以
上
続
い
て
い
る

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
訪
問
と
い
う
行
事
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
区
長
さ
ん
や
役
場
の
人
と
一
緒
に

訪
問
し
、
お
年
寄
り
の
方
か
ら
防
災
に
つ
い
て

の
話
を
聞
い
た
り
、
家
具
固
定
の
呼
び
か
け
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
自
分
た
ち
が
一
番
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
避
難
に
つ
い
て
で
す
。
訪

問
先
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
足
が
思
う
よ

う
に
動
か
な
く
な
っ
た
、
背
中
に
痛
み
が
あ
る
、

目
や
耳
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
多

く
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
お
年

寄
り
の
人
と
避
難
し
た
り
避
難
所
で
は
声
を
か

け
て
あ
げ
る
な
ど
、
自
分
た
ち
中
学
生
が
中
心

に
な
っ
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が
助
か
る

こ
と
も
大
事
で
す
が
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒

に
避
難
し
た
り
、
助
け
合
い
を
し
な
が
ら
声
掛

け
や
行
動
を
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
常

に
心
掛
け
、
こ
れ
か

ら
の
防
災
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
太
田
　
眞
音
）

た

お
お

お

ま

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

み

な
る
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●
好
物
を
備
蓄
す
る

　
災
害
は
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
、
心
に
傷
を
与
え
ま
す
。
さ
ら

に
食
欲
も
な
く
な
る
の
で
、
自
分
へ

の
お
見
舞
い
の
気
持
ち
で
、「
お
い
し

い
も
の
」「
好
物
」
を
備
蓄
し
ま
し
ょ

う
。

●
使
い
切
り
サ
イ
ズ
を
選
ぶ

　
食
品
の
分
量
は
、
使
い
切
り
サ
イ

ズ
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫

が
使
用
で
き
な
い
の
で
、
大
き
い
サ

イ
ズ
の
缶
詰
な
ど
は
残
食
が
出
て
ゴ

ミ
処
理
に
も
困
り
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理

で
特
に
困
る
の
は
カ
ッ
プ
麺
の
汁
で

す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
を
備
蓄
す
る

な
ら
、
汁
の
な
い
焼
き
そ
ば
が
健
康

面
で
も
ゴ
ミ
処
理
面
で
も
良
い
と
言

え
ま
す
。

●
野
菜
や
果
物
の
加
工
品

　
食
品
の
種
類
は
偏
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
の
微
量
栄
養
素
、
食
物
繊
維

が
不
足
し
ま
す
。
野
菜
や
果
物
の
加

工
品
を
備
蓄
す
る
こ
と
を
お
忘
れ
な

く
。
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
缶
も
重
宝
し
ま

す
。

●
簡
単
な
調
理
も
想
定

　
１
週
間
と
な
る
と
、
す
ぐ
に
食
べ

ら
れ
る
味
付
け
済
み
の
調
理
加
工
品

だ
け
を
食
べ
て
い
て
は
、
塩
分
の
摂

り
す
ぎ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
味
が

濃
い
の
で
喉
が
乾
い
た
り
飽
き
て
し

ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
簡
単
な
調
理
を
す
る

と
い
う
想
定
が
必
要
で
す
。
そ
の
際

に
、
唯
一
の
熱
源
と
し
て
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
予
備
と
と
も
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
味
付
け
済

み
の
缶
詰
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
加
え
、
粉
類

や
麺
類
、
魚
介
類
・
さ
さ
み
・
大
豆

の
水
煮
缶
な
ど
、
調
理
に
使
う
食
材

も
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
普

段
食
べ
て
い
る
も
の
を
多
め
に
買
い

置
き
し
、
期
限
が
切
れ
る
前
に
食
べ
、

不
足
分
を
新
た
に
補
充
す
る
方
法
で

す
。
備
蓄
す
る
食
品
の
賞
味
期
限
は
、

家
庭
で
は
６
カ
月
程
度
で
十
分
で
、

賞
味
期
限
が
長
い
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
上
、
廃
棄
が
出
な
い
の
で
、

環
境
に
も
優
し
い
方
法
で
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
145

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
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備える
家族の人数×4日間（12食）

3 2

買い足す 食べる

防衛省　平成30年度自衛官募集案内

○お問い合わせ　自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

募集種目 受付期間および試験会場

一般曹候補生

（1次試験）

航空学生

（1次試験）

7月1日（日）～9月7日（金）

試験会場：四万十市防災センター

7月1日（日）～9月7日（金）

試験会場：高知よさこい咲都合同庁舎

年間を通じて行っています。

試験会場：高知駐屯地

試験期日

9月22日（土）

9月17日（月）

9月16日（日）

受験資格

高卒（見込含）

21歳未満の者

18歳以上

27歳未満の者

自衛官候補生

（任期制）
女
性

年間を通じて行っています。

試験会場：高知駐屯地
9月27日（木）

男
性

黒潮町の防災備蓄缶詰

「7大アレルゲン不使用」の

防災備蓄缶詰もチェック！

黒潮町缶詰製作所

https：//kuroshiocan.co.jp/
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◆
は
じ
め
に

　
２３
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全

校
児
童
１
２
４
名
で
、
２
０
１

８
年
度
の
教
育
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
、
自
由
に
表
現
し
、

そ
し
て
、
自
信
の
も
て
る
よ
う

な
学
校
を
創
造
す
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
「
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
や
り
ぬ
く
力
）

を
育
て
、
命
を
輝
か
す
！
」

　
心
理
学
教
授
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

ダ
ッ
ク
ワ
ー
ス
さ
ん
の
調
査
に

よ
る
と
、
自
分
の
夢
や
目
標
を

達
成
し
た
人
が
備
え
て
い
る
力

は
、「
や
り
ぬ
く
力
」
で
あ
る
と

結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
力

の
源
は
「
自
尊
感
情
や
成
功
体
験
」

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
側
面
か
ら
「
や

り
ぬ
く
力
の
育
成
」
と
し
て
本

校
の
教
育
目
標
に
位
置
づ
け
ま

し
た
。

　
こ
の
目
標
を
基
に
、
私
た
ち

は
、
校
内
の
研
究
に
つ
い
て
「
主

体
的
に
考
え
、
行
動
し
、
未
来

を
創
造
す
る
力
を
育
て
る
〜
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　◆
学
力
向
上
◇
授
業
改
善

　
授
業
改
善
の
１
つ
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
全
学
級
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
パ
ソ
コ
ン

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
わ
か
る
授
業
を
創

造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
校
の
学
力
を
基
礎
的
な
力

と
応
用
的
な
力
で
観
る
と
、
応

用
的
な
力
に
弱
さ
が
見
ら
れ
ま

す
。
特
に
記
述
式
問
題
で
は
課

題
を
正
し
く
理
解
し
、
筋
道
を

立
て
て
考
え
解
答
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
を
克
服
す

る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
と
と
も
に
授
業
の
中
で
、

そ
の
時
間
の
め
あ
て
を
し
っ
か

り
お
さ
え
、
ま
と
め
と
振
り
返

り
を
着
実
に
し
て
い
く
こ
と
、

習
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
ノ
ー

ト
に
整
理
す
る
こ
と
、
友
だ
ち

と
意
見
を
交
換
し
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
々
の
ル
ー
テ
ィ

ー
ン
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
・
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
培
わ
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
力
は
、
将
来
、

生
き
て
働
く
力
と
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
豊
か
な
心
◇
生
き
方
に
学
ぶ

　
私
た
ち
は
、
授
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
全
て
の
教
育
活
動

に
お
い
て
「
褒
め
て
・
認
め
て
・

励
ま
す
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で

臨
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
あ
い
さ
つ
の
様
子
や
、
善
行
、

が
ん
ば
っ
た
こ
と
な
ど
を
見
過

ご
す
こ
と
な
く
全
体
の
場
や
学

級
で
評
価
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
自
尊
感
情
（
自
分
を

大
切
に
思
い
、
自
信
を
持
つ
）

の
高
ま
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
朝
会
や
読
書
活

動
の
奨
励
、
そ
し
て
、
人
権
教

育
参
観
日
に
は
、
講
師
を
招
い

て
講
演
会
を
開
く
な
ど
、
人
と

し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。

◆
体
力
向
上
◇
多
様
な
動
き

　
毎
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
一
日

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
体
育
の

授
業
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
水

泳
記
録
会
、
運
動
会
、
陸
上
記

録
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の

行
事
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
多

様
な
動
き
と
体
力
を
高
め
る
た

め
に
年
間
を
通
し
て
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
防
災
教
育
◇
人
間
力
の
涵
養

　
本
校
は
、
高
知
県
実
践
的
防

災
教
育
推
進
事
業
の
指
定
校
と

し
て
、
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
地
震
・
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
の
知
識
学
習
を
は
じ

め
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
・
行
動
力
」
の
基
礎
を
養
う

た
め
の
教
科
学
習
や
命
の
学
習
、

そ
し
て
、
避
難
訓
練
な
ど
を
通

し
て
実
践
的
な
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
・
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
図
る
た
め

に
、
防
災
教
育
参
観
日
を
設
け
、

講
演
会
や
引
き
渡
し
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
を
企
画
・
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、

自
ら
の
命
を
守
り
、
家
族
や
友

だ
ち
、
地
域
の
方
々
を
思
い
や

る
人
間
力
を
養
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
黒
潮
町
の
「
ふ
る
さ
と
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
」

　
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を
愛
し
、

故
郷
に
誇
り
を
持
て
、
人
の
役

に
立
つ
生
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
と
願
っ
て
、
地
域
総
が
か
り

で
支
援
し
て
い
く
の
が
、「
ふ
る

さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
故
郷
を
思
い
、

故
郷
に
貢
献
す
る
、
そ
ん
な
将

来
像
を
描
き
な
が
ら
教
育
活
動

を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

校
長
　
前
田
　
浩
文

りよだ校学

Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
や
り
ぬ
く
力
）
を

育
て
、
命
を
輝
か
す
！

入
野
小
学
校

か
ん

よ
う
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中学生による読み聞かせ

◆
は
じ
め
に

　
今
年
度
は
、
児
童
数

８１
名
、

８
学
級
（
通
常
学
級
６
、
特
別

支
援
学
級
２
）
、
教
職
員
数

１５

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
学
校
の
教
育
目
標
は
、「
夢
や

志
を
も
ち
、
や
さ
し
く
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
児
童
の
育
成
」

で
す
。
そ
こ
に
迫
る
た
め
に
、「
自

立（
た
く
ま
し
く
生
き
る
）」
、「
共

生
（
と
も
に
生
き
る
）
」
、「
貢
献

（
人
の
役
に
立
つ
）
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
切
に
し
た
い
こ
と

と
し
て
、
今
年
も
４
つ
の
約
束

を
掲
げ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
法
則（
※
）

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
①
あ
い
さ
つ
を
す
る

　
②
返
事
を
す
る

　
③
履
物
を
そ
ろ
え
る

　
④
無
言
で
移
動
す
る

※（
Ａ
）当
た
り
前
の
こ
と
を
、（
Ｂ
）

ば
か
に
し
な
い
で
、（
Ｃ
）
ち

ゃ
ん
と
や
る
、
そ
れ
が
（
Ｄ
）

で
き
る
人
。

◆
確
か
な
学
力
に
つ
い
て

　
こ
こ
数
年
の
標
準
学
力
調
査
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
か
ら
は
、
全
体
と
し
て
、

活
用
の
力
や
国
語
の
「
読
む
こ
と
」

に
か
か
わ
る
力
に
課
題
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
々
の
姿
か
ら
は
、

人
の
話
を
聴
い
た
り
、
自
分
の

考
え
を
表
現
し
た
り
す
る
力
に

課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
今

年
度
は
研
究
主
題
を
「
よ
く
聞
き
、

自
ら
考
え
、
伝
え
合
え
る
子
ど

も
を
育
て
る
〜
主
体
的
・
対
話

的
な
授
業
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

〜
」
と
し
て
、
国
語
科
を
中
心

に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
学
級
経
営
の
充
実

　
学
習
意
欲
や
学
習
態
度
は
豊

か
な
学
級
集
団
を
土
台
と
し
て

育
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
の
学

級
経
営
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

②
学
習
規
律
の
徹
底

　
学
び
の
姿
勢
づ
く
り
と
し
て
、

学
習
規
律
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

③
対
話
と
振
り
返
り
の
重
視

　
「
表
現
す
る
力
」
の
育
成
が
学

力
課
題
克
服
へ
の
カ
ギ
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

授
業
で
は
、
必
然
性
の
あ
る
学

習
課
題
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
が

考
え
を
も
つ
こ
と
（
思
考
と
表

現
は
表
裏
一
体
）
、
そ
の
考
え

を
対
話
に
よ
り
表
現
し
合
う
こ

と
、
学
び
を
振
り
返
り
に
よ
り

表
現
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

④
児
童
会
活
動
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
学
力
向

上
策
と
し
て
学
習
委
員
会
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で

問
題
を
作
り
、
全
体
に
投
げ
か

け
、
学
習
へ
の
動
機
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

⑤
夏
の
「
学
び
た
い
夢
」（
小
中

連
携
の
取
組
）

　
夏
休
み
の
加
力
補
習
（
「
学
び

た
い
夢
」
）
に
も
全
学
年
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
場
所
は
佐
賀

中
学
校
。
冷
房
の
効
く
部
屋
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
中
学
３
年

生
や
中
学
校
の
先
生
方
に
も
協

力
し
て
も
ら
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
丸
つ
け
を
し
て
も
ら
っ

た
り
、
わ
か
ら
な
い
問
題
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
と
、
う
れ
し

そ
う
な
子
ど
も
の
姿
が
印
象
的

で
す
。

⑥
朝
の
読
み
聞
か
せ（
小
中
連
携
）

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
島
内
理
絵
さ
ん
や
松

田
真
紀
さ
ん
、
中
学
３
年
生
が

読
み
聞
か
せ
に
来
て
く
れ
ま
す
。

中
学
生
は
近
況
報
告
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も

語
っ
て

く
れ
、

大
変
刺

激
に
な

っ
て
い

ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
過
日
、
地
域
の
方
か
ら
次
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
に
誇
り

と
愛
着
を
持
っ
て
生
き
抜
く
力
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
て
ほ
し
い
」
。
ま
さ

し
く
こ
れ
が
、「
ふ
る
さ
と
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
地
元
の
浜
田
富
男
さ

ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
５
・

６
年
生
は
田
植
え
と
稲
刈
り
の

体
験
、
秋
に
は
収
穫
祭
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
４
〜
６
年
生
は

「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
健
診
」
に
今

年
も
参
加
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
、
地
域
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
し
た
貴
重
な
体
験
学

習
の
場
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
活
科
や
社

会
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
中
心
に
、
体
験
的
、
探

究
的
な
学
習
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
中
核
と
な
る
の
が

人
権
学
習
で
す
。
地
域
を
学
び

の
場
に
、
地
域
の
人
々
と
の
出

会
い
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
や

そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
す
ば
ら

し
さ
に
気
付
き
、
自
ら
を
見
つ

め
る
と
と
も
に
、
学
び
へ
の
意

欲
を
高
め
、
将
来
へ
の
展
望
を

見
出
し
て
い
く
。
３
学
期
に
行

わ
れ
る
「
佐
賀
っ
子
解
放
祭
り
」

は
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
の
学
び
を
具
体
的
に
表
現
し

て
い
く
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
学
び
を
通
し
て
、
命

や
人
権
を
大
切
に
し
て
生
き
た

い
、
地
域
や
地
域
の
人
々
の
役

に
立
ち
た
い
、
貢
献
し
た
い
と

思
う
子
ど
も
、
ふ
る
さ
と
大
好

き
な
子
ど
も
に
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

校
長
　
陸
野
 

高
俊

夢
や
志
を
も
ち
、
や
さ
し
く
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
児
童
の
育
成

佐
賀
小
学
校

算数科の授業（考えの説明）

佐賀っ子解放祭り（６年生）

りよだ校学
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健

知

袋

康

恵

メ
タ
ボ
解
消
で
健
康
な
身
体
を

作
り
ま
し
ょ
う

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
腹
囲
が
男
性

８５
㎝

以
上
、
女
性

９０
㎝
以
上
）
に
加
え
、
脂

質
異
常
、
高
血
糖
、
血
圧
高
値
の
う
ち

２
つ
以
上
を
あ
わ
せ
も
っ
た
状
態
を
い

い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
因
子
が
ま
だ
病
気

で
な
い
軽
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
重
な

る
こ
と
で
、
命
に
か
か
わ
る
虚
血
性
心

疾
患
（
主
に
心
筋
梗
塞
）
や
脳
血
管
疾
患

（
主
に
脳
梗
塞
）
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
要
因

を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
健
康
な
身
体
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

◆
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

食
事
編

　
食
べ
過
ぎ
は
、
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
さ

れ
る
原
因
の
１
つ
で
す
。
す
ぐ
に
見
直

し
て
、
生
活
習
慣
病
を
寄
せ
付
け
な
い

食
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
よ
く
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
よ
う

　
よ
く
か
ま
ず
に
飲
み
込
む
よ
う
に
し

て
食
べ
る
の
は
、
早
食
い
、
肥
満
の
も

と
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
食
べ
る
こ
と
で

少
量
で
も
吸
収
力
が
向
上
し
、
十
分
に

満
腹
感
を
得
ら
れ
ま
す
。

②
１
日
３
食
食
べ
よ
う

　
体
温
を
上
げ
た
り
、
脳
の
働
き
を
活

発
に
し
た
り
す
る
た
め
に
も
、
朝
食
を

と
る
習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
食
事
を
楽
し
も
う

　
「
な
が
ら
食
い
」
は
、
食
べ
た
量
が

わ
か
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
食
事
を
楽

し
み
味
わ
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

④
寝
る
前
２
時
間
は
食
べ
な
い

　
夜
遅
い
食
事
は
、
そ
の
後
に
使
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
い
た
め
、
過
剰
分
が

脂
肪
に
変
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑤
今
ま
で
よ
り
１
割
減
ら
そ
う

　
満
腹
ま
で
食
べ
る
の
を
や
め
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
肉
や
魚
な
ど
の
主
菜
、
ご

飯
な
ど
の
主
食
、
調
味
料
は
控
え
め
に

し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
野
菜
は
た
く

さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑥
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う

　
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
食
材
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
何
で
も
摂
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

運
動
編

　
内
臓
脂
肪
は
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
少
な
い
こ
と
で

た
ま
り
ま
す
。
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

増
や
し
て
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

①
日
常
生
活
で
こ
ま
め
に
動
こ
う

　
生
活
の
中
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
せ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
汽
車
や
バ
ス
で
は
立
つ
よ

う
に
す
る
、
階
段
を
使
う
、
出
か
け
る

前
に
軽
い
体
操
を
す
る
、
積
極
的
に
家

事
を
す
る
な
ど
で
す
。
　

　
今
ま
で
よ
り
少
し
身
体
を
動
か
す
機

会
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
脂
肪
を
燃
焼
し
よ
う

　
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
な
ら
、

身
体
に
か
か
る
負
担
が
少
な
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
お
す
す
め
で
す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
】
　

１
　
視
線
は
１
〜
２
ｍ
先
を
見
る

２
　
あ
ご
は
引
く

３
　
胸
を
張
り
、
肩
の
力
を
抜
く

４
　
背
筋
を
伸
ば
す

５
　
腕
は
前
後
に
大
き
く
ふ
る

６
　
か
か
と
か
ら
着
地
す
る

７
　
歩
幅
は
で
き
る
だ
け
広
め
に
歩
く

　
今
よ
り
１
０
０
０
歩
（
約

１０
分
）
多
く

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
、
徐
々
に
増
や
し

て
１
日
１
万
歩
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
喫
煙
は
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
を
促
進
し
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
て

動
脈
硬
化
を
速
め
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
禁
煙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
飲
酒
は
度
が
過
ぎ
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
摂
り
す
ぎ
に
な
り
、
糖
尿
病

の
悪
化
や
肝
臓
病
な
ど
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
適
度
な

飲
酒
量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
の
生
活
を
今
一
度
振
り
返
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 70歳以上の方（国保・後期高齢者医療）の限度額が変更となります ～
　国民健康保険や後期高齢者医療保険では、医療費が高額になったときに負担が大きく

ならないよう、所得などに応じて自己負担の限度額を定めています。（限度額を超えた分

は高額医療として各医療保険から支給されます。）

　このうち、国保の70歳以上の方と後期高齢者医療の方の限度額について見直しが行

われ、平成30年8月から変更となります。

●現役並みⅠ・Ⅱに該当する方は、「限度額適用認定証」を、低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、「限度
額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓口で提示することにより、医療機関

での支払に限度額が適用されます。「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額

認定証」は申請により交付することができます。申請には以下のものが必要です。

・保険証、印かん、個人番号（マイナンバー）がわかるもの

・90日以上の入院期間を証明するもの（長期入院該当者で、低所得者Ⅱのみ）

●一般課税、現役並みⅢの世帯の方で国保の方は「高齢受給者証」を、後期高齢者医療
の方は「保険証」を提示することにより、自己負担限度額までとなりますので、「限度
額適用認定証」の交付申請は不要です。

所得区分 外来（個人単位）① 外来＋入院（世帯単位）②

低 所 得 者 Ⅱ
08,000円

24,600円

低 所 得 者 Ⅰ 15,000円

低 所 得 者 Ⅱ
08,000円

24,600円

低 所 得 者 Ⅰ 15,000円

現役並み所得者 57,600円 80,100円+（総医療費－267,000円）×1％（44,400円★）

一 　 　 　 般
14,000円

（年間の上限144,000円）
57,600円（44,400円★）

【平成30年7月まで】

所得区分 外来（個人単位）① 外来＋入院（世帯単位）②

一 　 　 　 般
18,000円

（年間の上限144,000円）
57,600円（44,400円★）

現役並みⅢ
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％（140,100円★）

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％（93,000円★）

【平成30年8月から】

★過去12カ月間に、②の限度額を超えた支給が4回以上あった場合の、4回目以降の限度額です。

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上  

690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％（44,400円★）
現役並みⅠ

（課税所得145万円以上  
  380万円未満）
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後期高齢者医療制度の平成30・31年度の
保険料率は据え置きとなりました

平成30年度分の保険料からは、5割軽減および2割軽減の対象者が広がります。

被保険者均等割額 所得割率

54,394円 11.42％

※賦課基準額とは、総所得金額など（被保険者の前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合計額）から基礎控

　除額（33万円）を差し引いた金額です。

保険料の計算方法
　保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく「所得割

額」を合計して被保険者個人ごとに算出します。

1人あたりの

年間保険料

1人あたり定額の保険料

［被保険者均等割額］

54,394円

所得に応じた保険料

［所得割額］

（※）賦課基準額×11.42％

◆保険料の軽減について

※軽減は、世帯主および被保険者の総所得金額等の合計額（65歳以上で公的年金の所得がある場合、公的年金等所得から15万円を

　差し引いた額）の状況により判定します。

軽減の

割合

9割 5,439円

8.5割 8,159円

33万円以下で被保険者全員が年金収入

80万円以下（その他所得がない）

33万円以下で9割軽減の基準に該当しない

5割 27,197円 33万円＋（27万円×被保険者数）以下

2割 43,515円 33万円＋（49万円×被保険者数）以下

軽減後の被保

険者均等割額

同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計額

平成29年度までの判定基準

変更なし

変更なし

33万円＋（27万5千円×被保険者数）以下

33万円＋（50万円×被保険者数）以下

平成30年度からの判定基準

○1人あたりの年間保険料の上限額が57万円から62万円に変わります。

○【被保険者均等割額の軽減】（対象者の一部拡大）

　医療費の増加に伴い、医療保険が負担する費用も増加し

ていますが、基金を活用することにより、平成28・29年

度から据え置くこととなりました。

　平成30年度の個々の保険料額につきましては、前年中の

所得が確定した後、7月初旬に決定する予定です。

　後期高齢者医療制度では、自己負担分を除いた後期高齢者の医療費の支払などに必要な費用のうち、約

5割を国・県・市町村の公費、約4割を現役世代の方が加入する医療保険からの支援金で負担しており、

被保険者の皆さんに負担していただく保険料は全体の約1割となっています。



広報くろしお  №148　2018（平成30）年7月号澎

後期高齢者医療に加入する前日に、ご家族

の健康保険などで被扶養者であった方の被

保険者均等割額が、7割軽減から5割軽減に

縮小されます。所得割額は賦課されません。

保険料は、皆さんに安心して医療を受けていただくための大切な財源です。

納付へのご理解とご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ】本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

【　　　　　　】佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

◆特例措置による保険料軽減の一部見直しについて

○【被用者保険の被扶養者であった方（元被扶養者）の軽減】

　平成30年度の保険料が増額する場合でも、実際に天引き額が増えるのは後半（10・12.・2月）です。

　月ごとの天引き額などの詳細は、7月中旬以降に送付する平成30年度の保険料納入通知書をご覧

ください。

◆年金からの天引き（特別徴収）の場合

○前半（4・6・8月）…前年度後半と同じ額を天引き

○後半（10・12・2月）…残りの保険料を調整して天引き

制度の持続性を高めるため、また、世代間・

世代内の負担の公平を図り、負担能力に応

じた負担を求める観点から、平成30年度か

らは、所得割額の軽減措置が廃止となります。

※保険料の軽減は、その年度の4月1日（4月2日以降新たに資格を取得した方は資格取得日）時点の世帯構成によ

る世帯主および被保険者全員の前年中の所得をもとに算定されます。

　世帯主および被保険者のうち、前年中の所得が未申告の方がいた場合、その世帯の被保険者全員の保険料の軽減

が判定できませんので、必ず所得の申告をお願いします。

※被保険者均等割額の判定基準（9割または8.5割軽減）に該当する場合は、9割または8.5割軽減が適用されます。

○【所得割額の軽減の廃止】

本来納めて

いただく

均等割額

（10割） 納付額（3割）

納付額

（5割）

均等割 平成29年度 平成30年度

7割軽減
5割軽減

本来納めて

いただく

所得割額

（10割）

納付額

（8割）

納付額

（10割）

所得割 平成29年度 平成30年度

2割軽減



澑広報くろしお  №148　2018（平成30）年7月号

平成30年度 介護保険料
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イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　平成30年度の65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料は、下表をもとに毎年6月に決定される

市町村民税などによって決まります。

　対象となる皆さんには、7月中にお知らせと、普通徴収の場合は納付書を同封してお送りします。

◆ 平成30年度から介護保険料が見直されました

【第1号被保険者（65歳以上）】

  3年ごとに見直しする「介護保険事業計画」において決定します。

  上表のように、町民税の課税状況や所得により介護保険料が決まります。

【第2号被保険者（40歳～64歳）】

  ●国民健康保険（国保） 

  　所得などに応じて世帯ごとに決まり、医療分と介護分を合わせて国保税として世帯主が納めます。

  ●職場の医療保険など 

  　加入している医療保険ごとの介護保険料率と給料・賞与に応じて決まり、医療保険の保険料と介護

  　保険料を合わせて給料・賞与から差し引かれます。

◆ 介護保険料の決め方

第1段階

※別途
　軽減有

所得段階 介護保険料（年額）対　　　象　　　者

●生活保護を受けている方

●世帯全員が町民税非課税で老齢福祉年金を受けている方

●世帯全員が町民税非課税で前年の本人年金収入などが80万円以下の方

36,600円

（基準額×0.5）

第2段階
●世帯全員が町民税非課税で前年の本人年金収入などが80万円超

120万円以下の方

54,900円

（基準額×0.75）

第3段階

※第1段階は、軽減強化により、実際には基準額×0.45＝32,900円となります。

●世帯全員が町民税非課税で前年の本人年金収入などが120万円超

の方

54,900円

（基準額×0.75）

第4段階
●世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前

年の本人年金収入などが80万円以下の方

65,900円

（基準額×0.9）

第5段階
●世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前

年の本人年金収入などが80万円超の方

73,200円

（基準額）

第6段階 ●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の方
87,800円

（基準額×1.2）

第7段階
●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上200万円

未満の方

95,200円

（基準額×1.3）

第8段階
●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上300万円

未満の方

109,800円

（基準額×1.5）

第9段階 ●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が300万円以上の方
124,400円

（基準額×1.7）
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介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

◆ 保険料の納め方には、特別徴収と普通徴収の2種類があります

◆ 普通徴収の方には、安心で便利な口座振替をおすすめします

対　　　象　　　者

特別徴収

老齢年金（退職）・障がい年金・遺族年金の受給額が、年額

18万円（月額15,000円）以上の方　

（平成29年度途中に65歳になった方や他市町村から転入

した方は普通徴収になる場合があります）

普通徴収

●年金の受給額が年額18万円未満の方

●平成30年度途中に65歳になる方、他市町村から転入し

た方、年金受給者になった方など

≪申込手続に必要なもの≫

　・預金通帳　　・金融機関へのお届印　

　・納付義務者のわかるもの（介護保険料納付通知書など）

納め方

●納付書　

●口座振替

納　　期

年金の支払月

（年6回・偶数月）

納付期限を過ぎると

督促が行われます。

督促手数料や延滞

金などを徴収され

る場合もあります。

1年以上滞納して

いると

介護保険サービス

の利用料を一度利

用者が全額負担し、

申請により後で保

険給付費（9割）が

支払われます。

1年6カ月以上

滞納していると

保険給付の一部ま

たは全部が差し止

めとなります。差

し止めされた保険

給付費から、滞納

の介護保険料を差

し引くことがあり

ます。

2年を過ぎると

利用者負担が1割

から3割に引き上

げられ、高額介護

サービス費、特定

入所者介護サービ

ス費などが受けら

れなくなります。

7月～翌年3月

（年9回・毎月）

年金天引

※普通徴収から特別徴収への切り替えは、徴収開始より約半年から1年後となります。

　申込は、振替を希望する金融機関の窓口で行ってください。

　介護保険は、すべての被保険者が納める介護保険料と公費（税金）を財源として、介護や支援が必要と

なった時に、自立支援に向けた介護サービスを提供するための仕組みです。

　1人ひとりの介護保険料は大切な財源です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◆ 介護保険料はどうしておさめるの？

　特別な事情がないのに介護保険料の滞納が続く場合、未納期間に応じて保険給付が一時差し止めにな

ったり、利用者負担が3割になったりする給付制限の措置がとられます。介護保険料は必ず納めてくだ

さい。

◆ 介護保険料を納めないとどうなるの？ 
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大方地域

7月 場　　　所 時　　　間内　　　容

9：30～10：30大方橘川集会所大 方 橘 川 健 康 相 談17日（火）

9：30～12：00伊田浦老人憩の家伊田ふれあいサロン18日（水）

9：30～12：00下田の口コミュニティセンター下田の口ふれあいサロン19日（木）

※08：00～09：00

※13：00～14：00
大方町民館（午前）
湊川ふれあいセンター（午後）

肺 が ん 検 診

20日（金）

※08：30～09：30

※13：30～14：00

大 腸 が ん 検 診

特 定 健 診

9：30～12：00田村集会所田村ふれあいサロン
23日（月）

10：00～12：00鞭憩の家鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

8：30まで配布時に記載（20日配布分）大腸がん検診（容器回収）24日（火）

9：30～12：00馬荷老人憩の家馬荷ふれあいサロン30日（月）

8月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10：00～11：00灘集会所灘 健 康 相 談2日（木）

9：30～12：00浮津集落センター浮津ふれあいサロン3日（金）

10：00～11：00奥湊川老人憩の家奥 湊 川 健 康 相 談6日（月）

10：00～11：00加持本村集会所加持本村ふれあいサロン15日（水）

8月 場　　　所 時　　　間内　　　容

13：30～14：30市野瀬集会所市 野 瀬 健 康 相 談1日（水）

10：00～14：00総合センター佐賀ふれあいサロン3日（金）

9：30～11：00上分集会所上分ふれあいサロン8日（水）

10：00～13：00伊与喜集会所伊与喜ふれあいサロン13日（月）

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

7
月
中
旬
か
ら
8
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―

2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―

7
3
7
3

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

7月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10：00～13：00荷稲集会所荷稲・川奥・小黒ノ川ふれあいサロン22日（日）

10：00～11：00佐賀保育所愛 育 相 談23日（月）

月日（曜） 四万十市

大野内科 蕁37－5281

竹本病院 蕁35－4151

木俵病院 蕁34－1211

宿毛市　（0880）

川村内科クリニック 蕁66－2911

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

清谷医院 蕁63－2302

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

7/16（月・祝）

22（日）

29（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁66－00138/5（日）

中村病院 蕁34－3177 いなげ胃腸科内科 蕁62－111311（土・祝）

中村クリニック 蕁34－5100 大井田病院 蕁63－210112（日）

■当直医療機関

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。



澳 広報くろしお  №148　2018（平成30）年7月号

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
１
６

３
４
０
円
（
平
成

３０
年
度
）
で
す
。

　
２０
歳
か
ら

５９
歳
ま
で
の

４０
年
間
、
全
期

間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

６５
歳

か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
や
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
な
ど
が
原
則

２５
年（
３
０
０
月
）あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額

以
下
の
場
合
に
、「
全
額
免
除
」
や
「
一
部

納
付
（
一
部
免
除
）
」
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
（
一
部

納
付
を
含
む
）
は
、
年
金
受
給
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は

１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
か
ら
は

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

◆
免
除
な
ど
の
申
請
方
法

　
免
除
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
年

金
事
務
所
や
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
、
年
金
手
帳
と
印
か
ん
を
お
持
ち
に

な
り
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成

３０
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は

７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７
月
か
ら

平
成

３１
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と

し
て
審
査
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
原

則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

◆
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
「
特
例
免
除
制
度
」

　
退
職
（
失
業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌
年

度
に
限
り
、「
特
例
免
除
制
度
」
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例

免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人

の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
や
「
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
な
ど
の
公
的

機
関
の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
３０
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
は
審
査
の

対
象
外
と
な
り
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
場
合
は
、一
般
の
免
除
申
請
は

で
き
ず
、「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請
と

な
り
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生

証
（
両
面
の
写
し
）の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
免
除
の
対
象
期
間
は
、
申
請
日
が
１

月
か
ら
４
月
の
場
合
は
、
前
年
の
４
月

か
ら
そ
の
年
の
３
月
ま
で
の
期
間
と
な

り
、
４
月
以
降
の
場
合
は
、
そ
の
年
の

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
４
月
は
両
期
間
申
請
が
可
能
。
）

　
ま
た
、
平
成

２６
年
４
月
か
ら
、（
申
請

時
点
よ
り
）
過
去
２
年
１
カ
月
分
の
免

除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
本
庁 

住
民
課 
住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

７
月
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

カーリンコンのディスク

　
黒
潮
町
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
が
中
心
と
な
っ
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
・
体
力

向
上
を
目
的
に
、

毎
年
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
７
月
は
佐
賀
地
区
に
て
、
先
月
と
同

じ
種
目
の
「
カ
ー
リ
ン
コ
ン
」
と
「
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
」
を
行
い
ま
す
。

　
「
カ
ー
リ
ン
コ
ン
」
は
、
ど
ち
ら
が

ポ
イ
ン
ト
に
近
づ
い
て
い
け
る
か
を
競

い
合
う
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ま
た
、「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
は
、

骨
密
度
の
増
加
や
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク

改
善
に
つ
な
が
る
運
動
で
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
　
佐
賀
小
学
校

◆
日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時

３０
分
〜
午
後
９
時

◆
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、

　
　
　
　
　
タ
オ
ル

◆
予
約
　
不
要

　
当
日
体
育
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
蕁

４
３
―

０
０
４
４
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
「
現
況
届
」
は
、
毎
年
６
月
１

日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６

月
初
旬
ご
ろ
に
現
況
届
を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
児
童
手
当
の
目
的

　
保
護
者
が
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的

認
識
の
も
と
に
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
者
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
家

庭
な
ど
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
中
学
校
修
了
（
中
学
３
年
生
）
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

◆
支
給
額
（
平
成
３０
年
度
月
額
）

・
０
歳
〜
３
歳
未
満
　

　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
０
円（
一
律
）

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
０
円
 

　
（
※
第
３
子
以
降
は
１
５
０
０
０
円
）

・
中
学
生
　

　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
０
円（
一
律
）

※
第
３
子
以
降
と
は
、
今
年
度
末
に

１８

歳
以
下
で
あ
る
子
ど
も
で
判
断
し
ま

す
。

◆
支
給
時
期

　
児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
年
３
回

で
、
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

・
６
月
（
２
月
〜
５
月
分
）

・
１０
月
（
６
月
〜
９
月
分
）

・
２
月
（

１０
月
〜
１
月
分
）

◆
所
得
制
限
の
導
入

　
受
給
者
の
所
得
が
所
得
限
度
額
を
超

過
し
た
場
合
、「
児
童
手
当
」
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
が
、「
特
例
給
付
」
と
し
て
、

支
給
対
象
の
児
童
１
人
に
つ
き
月
額
５

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
扶
養
親
族
の
数
と
所
得
限
度
額
】

※
扶
養
親
族
と
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
な
ど
で
申
告
し
た
扶
養
親
族
な

ど
の
人
数
で
す
。

※
扶
養
親
族
な
ど
の
人
数
が
６
人
以
降

は
、
１
人
増
え
る
ご
と
に

３８
万
円
を

所
得
限
度
額
に
加
算
し
ま
す
。

◆
寄
附
に
つ
い
て

 
児
童
手
当
な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
、
黒
潮
町
の
子
育
て
支
援
の
事
業
に

活
か
す
た
め
に
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
寄
附
を
ご
希
望
の
方
は
、
手
当

支
給
月
の
前
月

２０
日
ま
で
に
役
場
窓
口

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
出
生
や
転
入
な
ど
の
場
合
は
手
続
が

必
要
で
す

　
出
生
や
黒
潮
町
へ
の
転
入
に
よ
り
、

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
や
、

児
童
手
当
の
対
象
人
数
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
役
場
窓
口
（
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
）
で
の
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。
手

続
は
、
出
生
日
・
前
住
所
地
を
転
出
し

た
際
の
転
出
予
定
日
の
翌
日
か
ら
数
え

て
、
原
則

１５
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
手
続
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

手
当
を
受
給
で
き
な
い
月
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

場
合
や
、
公
務
員
を
辞
め
た
場
合
も
手

続
が
必
要
で
す
。

※
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

扶養

親族
所得制限限度額

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

4人 774万円

5人 812万円

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
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特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
身
体
・

知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

２０

歳
未
満
の
児
童
を
自
宅
で
養
育
し
て
い

る
保
護
者
に
対
し
て
手
当
の
支
給
を
行

う
制
度
で
す
。

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
要
件
（
児
童
の
障
が
い
が
①
〜

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
程
度
の

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
３
、
４
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
一
部
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
１（
最
重
度
）、
Ａ
２（
重

度
）
、
Ｂ
１
（
中
度
）
の
一
部
の
方

③
精
神
の
障
が
い
が
あ
り
、
①
・
②
と

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
支
給
の
制
限

　
該
当
す
る
児
童
が
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
や
、
受
給
資
格
者
・
配

偶
者
・
扶
養
義
務
者
に
、
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

◆
手
当
額

　
１
級
　
月
額
５
万
１
７
０
０
円

　
２
級
　
月
額
３
万
４
４
３
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―

２
１
１
６

 
発
達
に
関
す
る
不
安
や
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
、
保

護
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
く

保
護
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

兄
弟
姉
妹
の
保
育
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
７
月

２９
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時

◆
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

◆
対
象
者
　
小
学
生
ま
で

・
発
達
障
害
（
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
如
・

多
動
性
障
害
な
ど
）
も
し
く
は
疑
い

の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
家
族

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
子
ど
も
が
い
る
家
族

◆
内
容
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
昼
食
会

◆
参
加
費
　
１
家
族
　
５
０
０
円

◆
申
込
方
法

　
左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
　
７
月

１３
日
（
金
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―

２
１
１
６

　
夏
休
み
期
間
中
に
日
中
活
動
の
場
所

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家
族
の
介

護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
障

が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

◆
対
象
者

・
特
別
支
援
学
級
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
在
学
中
の
方

・
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

１８
歳
以
下
の

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

・
１８
歳
以
下
の
発
達
障
害
（
自
閉
症
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
学
習
障
害
、

注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
な
ど
）
の

方
◆
期
間

　
７
月

２０
日
（
金
）
〜
８
月

３１
日
（
金
）

　
※
土
日
を
の
ぞ
く

◆
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

３０
分

◆
内
容

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
音
楽
療
法

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
創
作
活
動

　
日
常
生
活
動
作
の
支
援

　
療
育
等
支
援

◆
利
用
料
金

　
１
日
６
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）

◆
開
催
場
所

　
大
方
誠
心
園

◆
持
参
す
る
も
の

　
昼
食

（
事
前
の
申
込
に
て
１
食
３
０
０
円

で
提
供
が
で
き
ま
す
。
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―

２
１
１
６

障
が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

保
護
者
交
流
会
（
く
ろ
し
お
っ
こ

な
か
ま
の
会
）
の
開
催
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
黒
潮
町
に
お
け
る
平
成
２９
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間

の
公
職
選
挙
法
に
基
づ
い
た
閲
覧
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
閲
覧
で
き
る
場
合
は
次
の
事

項
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
　
特
定
の
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す

る
た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

２
　
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体
が
政
治
活
動
・
選
挙
運

動
を
行
う
た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

３
　
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研

究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
公
益
性
が

高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、

政
治
・
選
挙
に
関
す
る
も
の
を
実
施

す
る
た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
選
挙
管
理
委
員
会

蕁

４
３
―

２
８
２
５

平成29年度　選挙人名簿閲覧状況報告（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
※選挙人名簿の閲覧状況は、公職選挙法において、毎年少なくとも1回は公表することと定められています。

請求をした機関の名称

（または申出人の氏名）

請求の事由の概要

（利用目的の概要）

閲覧に係る

住民の範囲
閲覧の年月日

総務省統計局統計調査部消費統計課長

一般社団法人 新情報センター

個人消費動向の的確な把握のた

めに、ICT関連の消費やインタ

ーネットを利用した購入状況、購

入頻度が少ない高額商品・サー

ビスの消費等の実態を安定的に

捉えることを目的とする。

田野浦・出口
平成29年

5月26日

高知県文化生活スポーツ部人権課長

株式会社 クリケット

県民の人権に関する意識を把握

し、今後の人権施策を推進して

いくうえでの基礎資料とすると

ともに、平成24年度調査結果等

と比較することにより県民の意

識変化を把握するため。

黒潮町内49名
平成29年

7月14日

高知県地域福祉部少子対策課長

株式会社 トミーコーポレーション

県における出会いや結婚支援等

を推進するために若年層を対象

に県民意識調査を実施し、市町

村ごとの地域特性や傾向を分析

するうえでの基礎資料とするた

め。

黒潮町全域満18

歳から満34歳ま

での若年層

平成29年

11月30日

高知県地域福祉部少子対策課長

株式会社 トミーコーポレーション

県民の意識を把握し、出会いか

ら結婚子育てまでの切れ目のな

い支援を推進していくうえでの

基礎資料とするため。

黒潮町全域
平成30年

1月17日

高知県総務部広報広聴課長

株式会社 トミーコーポレーション

県民のニーズ、意識等を把握し、

県政運営の基礎資料とするため。
黒潮町全域

平成29年

7月20日

大西　勝也 選挙運動のため。 黒潮町全域

平成30年

3月2日～

22日

選
挙
人
名
簿
の
閲
覧
状
況
を
公
表

し
ま
す
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
黒
潮
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
観
光
情
報
）

で
は
、
よ
り
充
実
し
た
観
光
情
報
を
発

信
す
る
た
め
、
町
内
の
観
光
に
関
す
る

情
報
の
収
集
と
更
新
、
定
期（
年
１
回
）

確
認
更
新
に
よ
る
情
報
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
の
定
期
確
認
を
対
象
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
未
回
答
の
方
は
内
容
の
確

認
と
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　◆
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
事
業
者

　
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲
載
情
報
確
認
票

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
営
業
許
可
書
な
ど
必
要
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
掲
載
に
つ
い
て
は
、「
観
光
に
つ
な

が
る
情
報
」
で
あ
る
か
担
当
課
で
協

議
の
う
え
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
確
認
し
た
情
報
は
黒
潮

町
ガ
イ
ド（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
黒
潮
町
ガ

イ
ド
に
掲
載
の
あ
る
事
業
者

　
掲
載
情
報
確
認
票
と
現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
内
容
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

 
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
必
要
事
項
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ

ー
ル
・
郵
送
の
い
ず
れ
か
で
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

　
掲
載
情
報
確
認
票
の
み
郵
送
さ
れ
て

い
る
事
業
者
は
黒
潮
町
ガ
イ
ド
の
み
の

掲
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
新
た

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
郵
送
で
ご
案
内
し
た
期
日
ま
で
に
回

答
が
無
い
場
合
に
は
、
「
変
更
無
し
」

と
判
断
し
掲
載
を
継
続
し
ま
す
。

＊
期
日
以
降
に
変
更
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
随
時
掲
載
情
報
確
認
票
を
受

け
付
け
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

観
光
係

　
蕁

４
３
―

２
１
１
３

　
蕭

４
３
―

２
０
６
０

　
　10280020@

tow
n.kuroshio.lg.jp

　
黒
潮
町
で
は
、
地
域
産
業
を
振
興
し

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
商
品
開
発
な

ど
の
支
援
を
「
黒
潮
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
重
要
施
策

と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
商
品
の
企
画
段
階
か
ら
開
発
、

加
工
、
生
産
、
販
売
促
進
ま
で
、
事
業

者
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
総
合
的
に
行
う
た
め
の
「
補
助

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々

に
同
制
度
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
産
業

の
振
興
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

補
助
事
業
を
受
け
た
い
事
業
主
を
広
く

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
１２
月

１７
日（
月
）ま
で

※
予
算
に
達
し
た
場
合
お
よ
び

１２
月

１８

日（
火
）以
降
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◆
対
象
事
業
者

・
公
益
の
目
的
で
活
動
し
て
い
る
組
織
、

団
体
、
法
人

・
企
業
団
体
お
よ
び
個
人
事
業
者

・
共
同
体
、
協
議
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
任
意
団
体

・
そ
の
他
地
域
の
産
業
創
出
、雇
用
創
造

な
ど
を
目
的
と
す
る
団
体
お
よ
び
個
人

◆
補
助
対
象
経
費

　
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
消
費
的

経
費
に
限
ら
れ
ま
す
。

 
今
年
度
よ
り
事
業
の
生
産
性
向
上
に

寄
与
す
る
機
器
類
や
新
分
野
の
事
業
の

実
施
に
必
要
な
機
器
類
な
ど
の
備
品
購

入
に
つ
い
て
は
対
象
経
費
と
し
て
認
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
汎
用

性
の
あ
る
備
品
類
（
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
）は
除
き
ま
す
。
　

 
な
お
、
施
設
整
備
な
ど
の
経
費
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
補
助
率
お
よ
び
上
限

　
補
助
対
象
経
費
の
８
割
（
補
助
金
の

上
限
は
一
事
業
者
あ
た
り

５０
万
円
）

◆
事
業
者
の
負
担
額
に
つ
い
て

　
総
事
業
費
か
ら
補
助
金
額
を
差
し
引

い
た
額
を
事
業
者
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

産
業
推
進
係

蕁

４
３
―

２
１
１
３

黒
潮
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
観
光
情
報
）

新
規
情
報
の
募
集
・
掲
載
情
報
確
認

黒
潮
町
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補

助
金
の
募
集
に
つ
い
て
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

県
立
農
業
大
学
校

平
成
３１
年
度
入
校
生
の
推
薦
募
集

飼
い
主
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う

　
平
成

３０
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
夏
期
）

を
実
施
し
ま
す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
鳥
獣
被
害
に
お
困
り
の
農
林
業
の

皆
さ
ん
の
受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
の
種
類

・
わ
な
猟
免
許

　
わ
な
を
使
用
す
る
猟
法

・
第
１
種
銃
猟
免
許

装
薬
銃
を
使
用
す
る
猟
法
（
空
気
銃

を
使
用
す
る
猟
法
も
で
き
ま
す
）

・
第
２
種
銃
猟
免
許

　
空
気
銃
を
使
用
す
る
猟
法

◆
試
験
の
日
時

・
わ
な
猟

　
８
月

１１
日（
土
）午
前

１０
時
〜

・
第
１
種
お
よ
び
第
２
種
銃
猟

　
８
月

１２
日（
日
）午
前

１０
時
〜

◆
会
場

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２
）

◆
受
験
料

①
現
在
有
効
な
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い

な
い
方
　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

②
一
部
免
除
者
　
　
　
　
３
９
０
０
円

◆
申
請
書
配
布
場
所

　
高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課
、
中
村
地
区

猟
友
会
、
黒
潮
町
役
場

◆
申
請
方
法

　
申
請
書
類
は
、
７
月

３０
日（
月
）ま
で

に
高
知
県
猟
友
会
・
中
村
地
区
猟
友
会
、

も
し
く
は
８
月
１
日（
水
）ま
で
に
高
知

県
鳥
獣
対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県 

鳥
獣
対
策
課

蕁

０
８
８
―

８
２
３
―

９
０
４
２

　
中
村
地
区
猟
友
会（
月
、
木
の
み
）

 
 
 
蕁

３
４
―

２
１
６
０

　
高
知
県
猟
友
会

蕁

０
８
８
―

８
５
６
―

６
６
４
１

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課 

林
業
振
興
係

 
 
 
蕁

５
５
―

３
１
１
５

【
初
心
者
講
習
会
】

　
高
知
県
猟
友
会
で
は
、
猟
友
会
員
と

猟
友
会
へ
の
加
入
希
望
者
を
対
象
に
、

初
心
者
講
習
会
を
８
月
５
日
（
日
）（
有

料
・
補
助
あ
り
）
に
実
施
し
ま
す
。
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
高
知
県
猟
友

会
ま
た
は
中
村
地
区
猟
友
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
高
知
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成

３１
年
度
入
校
生
の
推
薦
募
集
を
行
い
ま

す
。

◆
試
験
日
　
　
８
月

２９
日（
水
）

◆
出
願
期
間
　
８
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
〜

１５
日（
水
）

◆
対
象
　
高
等
学
校
卒
業
見
込
の
方

◆
募
集
人
数
　
園
芸
学
科

４５
人

　
　
　
　
　
　
畜
産
学
科
５
人

◆
修
業
年
限
　
２
年

◆
募
集
案
内
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド（http://w

w
w

.nogyo.tosa.

pref.kochi.lg.jp

）

◆
出
願
方
法
　
願
書
へ
２
２
０
０
円
分

の
県
収
入
証
紙
を
貼
付
し
、
持
参
も
し

く
は
郵
送（
書
留
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
農
業
大
学
校

　（
い
の
町
波
川
２
３
４
番
地
）

　
蕁

０
８
８
―

８
９
２
―

３
０
０
０

 
犬
・
猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
近
所
の
皆
さ
ん
が

犬
・
猫
の
好
き
な
方
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
方
は
、
周
囲
の
方
か
ら
も
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
気
配
り
が
大
切

で
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
外
出
す
る
時
は
、

道
路
脇
や
個
人
の
庭
先
、
畑
な
ど
を
汚

さ
な
い
よ
う
必
ず
袋
な
ど
を
携
帯
し
、

フ
ン
の
後
始
末
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飼
え
な
い
子
猫
を
増
や
さ
な
い

よ
う
に
不
妊
手
術
を
行
い
、
飼
い
猫
は

室
内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
７
月

１０
日
〜

２０
日
は
「
部
落
差
別
を

な
く
す
る
運
動
」
強
調
旬
間
で
す
。

　
高
知
県
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
を
強

調
旬
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
県
民
１
人

ひ
と
り
の
同
和
問
題
に
対
す
る
認
識
と

理
解
を
深
め
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
で

各
種
啓
発
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
講
演
会
な
ど

◎
映
画
上
映
会
　

　
「
き
ら
め
き
の
波
濤
」

◎
講
演

「
人
権
感
覚
を
磨
こ
う
〜
被
差
別
の

現
実
か
ら
学
ぶ
〜
」
　
　

　
講
師
 

半
田
 

久
米
夫
さ
ん

 
 
 

（
㈱
高
知
放
送
特
別
顧
問
）

◆
日
時
・
場
所

　
７
月

１８
日
（
水
）

　
午
後
１
時

１５
分
〜
午
後
４
時

　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
グ
リ
ー
ン
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）
高
知
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

 
 
蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
６
８
１

 
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
な
ど
が
皆
さ

ん
の
相
談
を
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
７
月

１３
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
田
野
浦
避
難
集
会
所

・
７
月

１３
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

・
８
月
７
日
（
火
）
午
前

１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

※
７
月

１３
日（
金
）午
後
の
相
談
所
に
は
、

行
政
書
士
も
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

黒 潮 町 の 人 権 行 事

【記念講演】

「母から娘へ娘から子へ、今、伝えたいこと」

【特別展示】 ～リバティ～

◆日時・場所　7月13日（金）午後7時～午後9時

（受付 午後6時30分）

　　　　　　　【佐賀】総合センター2階ホール

※入場無料・手話通訳あり

　解放子ども会の活動紹介・今昔写真展・人権パネ

ルほか

◆日時・場所　7月10日（火）～7月20日（金）

　　　　　　　午前10時～午後5時

　　　　　　　【佐賀】総合センター玄関ホール

※7月16日（月）は休館日で、展示も

　お休みです。

講師　坂田　かおりさん・坂田　瑠梨さん

～ともに学びあい・はなしあい・ふれあって～

第46回「黒潮町泊まり合い人権教育研修会」
参加者募集

　この研修会は、「町内にお住まいの方、町内にお

勤めの方が一堂に集い、泊まり合いを通じて人権に

対する共通認識を深め、差別のない町をつくる」こ

とを目的に毎年行っています。

　今年は愛媛県西条市を訪ね、部落差別をはじめと

するさまざまな人権課題に対する西条市の取組に学

ばせてもらい、参加者同士の意見交換と思いの共有

を目的とした班別会を計画しています。部落差別の

ない社会の実現をめざすために多くの方の参加をお

待ちしています。

◆開　催　日　7月28日（土）・29日（日）

◆場　　所　愛媛県西条市

◆定　　員　40人（先着順）

◆参　加　費　無料

◆申込締切　7月18日（水）

○お問い合わせ

　佐賀支所 地域住民課 人権啓発係　蕁55－3113

　黒潮町 教育委員会 人権教育係　　蕁43－0044

（公財）高知県人権啓発センター

人権啓発マスコットキャラクター ここるん

第45回「部落差別をなくする運動」強調旬間in黒潮町

は

と
う
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黒潮町は、滞納処分強化に取り組んでいます

　町税などを滞納したまま放置されると、滞納している人の財産（給与、預貯金、生命保険、不動産、

自動車、電化製品、貴金属など）を差押さえます。

　納期限までに完納されない場合、原則として

20日以内に督促状を送付します。

　督促後も納付がない場合、催告書兼差押予告

通知書を送ることもあります。

※督促手数料として100円が加算されます。

※納期限から延滞金が発生しています。

　税金は、納税者の皆さんが定められた期間内

に自ら納めていただくものです。納期限までに

納付がない場合は「滞納」となり、督促後も未納

の場合は、地方税法などに基づいた滞納処分を

行うことになります。

　町では町税などの重要な自主財源を確保する

ため、納めていただいた人との公平性を保つた

めにも、納税に誠意が見られない人に対し、財

産を差押えるなどの滞納処分を行っています。

　また、財産調査の一環として家宅捜索を行う

こともあり、差押えた動産などをインターネッ

ト公売などにより換価して滞納税へ充てるなど

滞納処分を実施しています。

　災害、病気、失業、事業の廃止や著し

い損失など、納付が困難な特別な事情が

ある場合、または、どうしても納付が困

難な場合は、税務課収納係にご相談くだ

さい。

○お問合わせ

　本庁 税務課 収納係　蕁43－2816

■滞納処分の流れ ■家宅捜索も実施しています

■困ったときは

納入通知書の発送

督促・催告

　官公庁・金融機関・勤務先・取引先などに対

して財産調査を行います。場合によっては自宅

などの強制捜査（捜索）を行います。なお、本

人の承諾は必要ありません。

財産調査・捜索

　督促に応じず、納付の意思がない場合は、財

産調査や捜索で把握した財産を差押えます。本

人の意思に関わらず強制処分として行われます。

差　　　　　押

　売却を必要とする差押財産は公売により換価

されて滞納町税などに充てます。

換　　　　価

家宅捜索の様子

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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老
朽
住
宅
除
去
事
業
に
つ
い
て

 

地
域
の
住

環
境
改
善
の

た
め
、
老
朽

化
し
危
険
な

空
き
家
の
除

去
を
行
う
方

に
対
し
、
除

去
費
を
一
部

補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

・
町
内
に
あ
る
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
空
き
家
（
１
年
以
上
使
用
し
て
い
る

方
が
い
な
い
）
で
あ
る
こ
と

・
木
造
で
あ
る
こ
と

・
抵
当
権
、
賃
借
権
な
ど
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
（
土
地
を
含
む
）

・
住
宅
の
老
朽
度
が
一
定
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
（
築
後

３０
年
経
過
な
ど
）

・
倒
壊
や
火
災
に
よ
り
周
囲
の
住
宅
や

通
路
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

◆
申
請
者

　
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

①
　
登
記
簿
上
の
所
有
者

②
　
①
の
方
の
相
続
人
代
表
者

③
　
①
・
②
の
方
か
ら
住
宅
の
除
去
に

つ
い
て
委
任
を
受
け
た
方

◆
対
象
工
事

　
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
工
事
が
対
象
で
す
。

①
建
設
業
な
ど
の
許
可
を
受
け
た
業
者

に
負
わ
せ
る
除
去
工
事
で
あ
る
こ
と

②
住
宅
す
べ
て
を
除
去
す
る
除
去
工
事

で
あ
る
こ
と
（
住
宅
に
は
、
居
間
・

寝
室
が
あ
り
、
台
所
・
風
呂
・
便
所

を
備
え
て
い
る
こ
と
。
住
宅
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
一
部
除
去

済
み
で
あ
っ
て
も
可
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
）

③
他
の
制
度
な
ど
に
よ
り
補
助
金
の
交

付
や
補
償
な
ど
を
受
け
な
い
除
去
工

事
で
あ
る
こ
と
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除

去
工
事
は
対
象
外
）

◆
補
助
金
額

　
除
去
工
事
費
の

１０
分
の
８
（
上
限
１

０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　
７
月
９
日
（
月
）
〜
８
月

１０
日
（
金
）

◆
結
果
通
知

　
９
月

２１
日
（
金
）
ま
で
に
審
査
の
結
果

（
交
付
、
不
交
付
）
を
通
知
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
前
に

工
事
の
契
約
や
工
事
に
着
手
し
た
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
の
受
け
取
り
に
は
、
工
事
費

の
領
収
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

・
住
宅
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
用
地
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

た
め
、
翌
年
度
よ
り
土
地
の
税
額
が

増
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

ま
ち
づ
く
り
課 

住
宅
係

　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
１
１
５

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 

土
木
係

　
　
　
　
蕁

５
５
―

３
７
０
０

　
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校
で
は
、
地

域
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
「
日
曜
大

工
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
内
容
　
２
部
制（
講
義
・
雑
貨
作
成
）

◆
日
時
　
８
月

２６
日
（
日
）

 
 
 
 

午
前
９
時

３０
分
〜
正
午

◆
場
所
　
中
村
高
等
技
術
学
校
・
多
目
的
室

◆
定
員
　

３０
名

◆
対
象
者
　
年
齢
制
限
な
し

◆
受
講
料
　
無
料

◆
申
込
期
間
　
７
月

２７
日
〜
８
月

１８
日

◆
申
込
方
法
　
電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

　
（
四
万
十
市
具
同
５
１
７
９
）

蕁

３
７
―

２
７
２
３

蕭

３
７
―

２
７
２
４

日
曜
大
工
教
室
の
ご
案
内

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2018（平成30）年7月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

7月16日（月・祝） 入野海水浴場　海開き 入野海水浴場 観光係� 蕁43－211311：00

5日（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」夏企画 加茂神社・あかつき館
まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

9：00

・5日（日）
8月4日（土） 大方ホエールウォッチング

網焼きBBQツアー
入野漁港

大方ホエールウォッチング
� 　　　　蕁43－1058

8：00

12（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

9：00

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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1. 概要

大方改良の本線工事（現国道56号横断函渠工）により、下図の箇所で都市下水路の付け替えに

伴う国道56号の切り回しを行っているところですが、工事の進捗に伴い町道の付け替えが行

われます。 

○ 国道56号の切り回し期間 ：平成30年6月～12月末頃（予定）

○ 町道の付け替え（2期工事）：平成30年7月末頃～12月末頃（予定）

※12月末頃以降の国道の切り回し、町道付け替えの詳細については改めてお知らせ

　します。通行の際にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

3. 拡大図（詳細図）

○お問い合わせ　国土交通省 中村河川国道事務所 工務第二課　蕁0880－34－7301（代表）

開通済区間

未開通区間
（青色点線）

開通済区間

未開通区間
（青色点線）

56

入野小学校

旧庁舎

ドラッグストア・交番

新庁舎

大方改良工事（入野本村地区）に伴う町道付け替えのお知らせ

金融

機関

金融

機関

至 高知市
至 四万十市

至 高知市
至 四万十市

至 四万十市至 四万十市

大
方

改
良（

本
線

）
建

設
中

大
方

改
良（

本
線

）

大方改良（本線）

大方改良（本線）

建
設

中

建設中
建設中

入野小学校 《凡　例》

（白点線）
現国道56号

スーパー

マーケット

スーパー

マーケット

2. 位置図

迂回歩道迂回歩道

56

都市下水路
（1期工事）

都市下水路
（1期工事）

迂回道路（国道56号）

（12月末頃まで）

迂回町道

（7月末頃～12月末頃まで）

利用できない道路（町道）

（7月末頃まで）

都市下水路

付替工事（1期工事）

（7月末頃まで）

迂回歩道

大方改良（本線）

都市下水路

付替工事（2期工事）

（7月末頃～）

迂回道路迂回道路

利用できない町道

（2期工事期間中）

町道町道

入野本村地区入野本村地区
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特集2特集2特集2

 日中韓サミットで触れられるほどの「黒潮宣

言」採択に関わることができたことは、すご

い経験だったと改めて思いました。　

 「世界津波の日」高校生サミットは、大方高

校が積極的に防災に取り組むきっかけとなり

ました。また、高知県版の高校生サミットが

行われるなど、高知県全体でも防災意識が高

まったと思います。高校生サミットがこれか

ら他の都道府県でも行われ、高校生も国の力

になれるということを多くの人に知ってもら

えるといいなと思います。

　これから、学校内だけではなく、地域や県

に発信していける防災活動を考えていきたい

と思います。

今村　琳花

　本校の2名の生徒が議長として採択に関わった「黒潮宣言」の価値が、他の国々にも認められた

ことは大きな喜びです。

　各首脳が、日中韓サミットの宣言文の中に「黒潮宣言」を盛り込んだことは、若き防災リーダー

たちの今後の取組に対する期待を込めたものであると思います。併せて、防災・減災政策のさら

なる推進に向け、その価値や意義を各国の施策の中に位置付けたいとの思いもあったのでしょう。

　本校としても、改めて「黒潮宣言」の意義や価値を見つめ直し、町や専門家などとの連携をもと

に、防災・減災に向けた取組をさらに充実させてまいります。

高知県立大方高等学校長　大西　雅人

　5月9日（水）、3カ国首脳による「第7回日中韓サミット」で発表された「共同宣言」に、平成28年

11月に行われた「世界津波の日高校生サミットin黒潮」の黒潮宣言に関する一文が盛り込まれました。

　これについて、同サミットにおいて議長を務めた大方高等学校の生徒2名と校長先生よりコメント

をいただきました。

　「黒潮宣言」を元に高校生サミットが続いて、

世界的に防災について共有し合える場になる

といいなと思います。

　私は今オーストラリアで生活していますが、

ここでは地震や津波はあまり起こりません。

そして、他の自然災害についても防災意識が

低いと感じます。実際に災害が起きたとき、ど

うすればよいのか。そんなことを考える避難

訓練や防災教育がないので、一人ひとりが考

えて行動することができず、被害が大きくな

ってしまうのではないかと思います。

　日本から世界に、もっと防災に力を入れる

べきだと伝えてほしいです。

今井　恋

第7回日中韓サミット共同宣言
～前文省略～

　我々は、災害リスク及び生命、生活及び健康

の損失の大幅な減少のための仙台防災枠組

2015－2030の効果的な実施の重要性を

認識しつつ、啓発のための共同の取組を引き

続き実施する。我々は、特に世界津波の日高

校生サミットで採択された黒潮宣言を歓迎する。

～後文省略～

「第7回日中韓サミット共同宣言」より抜粋

「黒潮宣言」とは・・・
　「世界津波の日高校生サミットin黒潮」で採択

された「黒潮宣言」は、津波から人々の命を守り、

その国の将来のリーダーを育てることを願い提

唱され、さらには、青少年がサミットを通じて学び、

交流することで、将来の世界平和を願うものでした。

　まさしく黒潮宣言は、自然災害から人の命を守り、

世界平和を希求する多くの人たちの尊い気持ち

が込められたものであり、今回の日中韓共同宣言

に盛り込まれた意義は大変大きなものがあります。

日中韓共同宣言に「高校生サミット黒潮宣言」が盛り込まれました
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黒潮町ケーブルテレビ

7月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の17：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

夏の甲子園県大会を生中継！！夏の甲子園県大会を生中継！！

◆第100回全国高等学校野球選手権記念高知大会

◆ＩＷＫＴＶの放送時間等が一部変更になっております。

期間：7月14日（土）～7月26日（木）�                  

場所：春野球場ほか�                  

※雨天順延  

※春野球場の試合のみ放送

※休養日設定有

　休養日は順延の日数により無くなる場合があります。              
※放送予定・中継日程は変更となる場合があります。

あらかじめご了承下さい。�

※詳しくは電子番組表でもご確認頂けます。

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組 07：00　10：00　13：00

17：00　20：00

Kochi on TV! 15：00　19：00　22：00

幡多サイクル紀行 08：35　11：35　14：35　18：35　21：35

片さんのFish!おふ 06：00　23：00　

サイエンスチャンネル 06：45　23：45

ケーブルテレビ・アラカルト 08：45　11：45　14：45　18：45　21：45

ショップチャンネル
09：00　12：00　16：00

24：00～06：00

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕

①豚もも肉は、食べやすい大きさに切り、沸騰したお湯で湯通し、

冷まして水けを切っておく。

②きゅうりは輪切りにし、キャベツは7ミリくらいの幅に切り、だ

いこん・にんじん・たまねぎは千切りにする。

③沸騰したお湯で、2のカットした野菜を色よく茹で、冷まして水

けを絞る

④ごまはフライパンでからいりする。

⑤Aの調味料と④を合わせる

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

しゃぶしゃぶサラダ

※総合計同点、カウントバック方式とする。

　カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 小野真人 24 26 25 26 51 101

準優勝 佐田幸一 31 25 27 23 50 106

3位 鍋島正三 26 24 26 27 53 103

4位 西地　裕 26 28 25 25 50 104

5位 小野みね 27 28 27 26 53 108

6位 茶畑すみ子 25 28 29 26 55 108

7位 野中郎海 26 29 24 27 51 106

8位 尾崎良二 26 27 26 27 53 106

9位 筒井康夫 24 25 30 27 57 106

10位 野村豊彦 29 27

小計

50

56

50

54

55

53

55

53

49

56 25 26 51 107

HC 総計

5 101

－4 102

4 103

104

－4

8

104

－4 104

－4 106

－4 106

－4 106

－4 107

ベストスコア：Ａコース　23点 ― 山崎利恵、政岡建二
　　　　　　　Ｂコース　23点 ― 佐田幸一
ホールインワン：Ａコース　2鍋島正三、4西森美佐、国澤淑子
　　　　　　　               5山崎利恵、8西地裕
　　　　　　　Ｂコース　5畝原敏夫、9小野みね、西地裕
ベストグロス：101点 ― 小野真人

土佐西南パークゴルフ協会 大方ライオンズクラブ杯

日時：5月20日（日）　開始：午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

A

5月の給食に登場し、「おいし

かった」と評判の高かったし

ゃぶしゃぶサラダです。さっ

ぱりとした味付けが豚肉と相性良く、野菜がたくさん食べられます。

豚肉は、夏バテを予防するビタミンBを多く含んだ食材です。

豚もも肉� 80g

きゅうり� 80g

キャベツ� 80g

だいこん� 80g

にんじん� 30g

ごま� 3g

　酢� 大さじ1

　ゆず酢� 小さじ1

　砂糖� 小さじ4

　うすくち醤油�小さじ2

高校球児たちの熱い夏の戦いが始まる！
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外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

日 土月 火 水 木 金

1 72 3 4 5 6
午前 日 こどもの日外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

8 149 10 11 12 13
午前 日 土外来診療 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生）

15 2116 17 18 19 20
午前 建国記念日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（池田先生） 外来診療 外来診療（矢野先生）

282322 24 25 26 27
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）
外来診療

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

303029 31 27 28 29
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　7月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

・当診療所は予約制です。あらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます。    

・医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、ご了承ください。�     

・月曜日のみ診療時間が午後12時30分～2時（受付は午後1時50分まで）となっています。

・月曜日以外は、高知医療センター内科医師が診療しています。

外来診療（池田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

成人の日

海の日

振替休日

憲法記念日 みどりの日

昭和の日

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

7

8

日

1

2～8

09～15

16～22

23～29

30～31

1～5

06～12

13～14

15

16

17～19

20～26

27～31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

村 越 設 備

村 越 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

大 西 設 備

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

31－3277

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

浮鞭2083－2

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8
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7月

日 月 火 水 木 金 土

42 53 6 7

8

1

9 10 11 12 13 14

1

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 26 27 28

29 30 31

25

8月

日 月 火 水 木 金 土

2 3 1 2 3 4

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
文
学
館
は
９
時
３０
分
開
館

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
文
学
館
は
９
時
開
館

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁

４
３
―
２
１
１
０

　
佐
賀
図
書
館蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しくはいった本紹介

●とってもなまえのおおいネコ　　ケイティ・ハーネット／著

●お願い！フェアリー⑭～⑳　　　　　　　みずの　まい／著

●ペインレス上・下　　　　　　　　　　　　天童　荒太／著

●５時過ぎランチ　　　　　　　　　　　　　羽田　圭介／著

●未来　　　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ／著

●無暁の鈴　　　　　　　　　　　　　　　　西條　奈加／著

●ののはな通信　　　　　　　　　　　　　三浦　しをん／著

●古本屋台　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ、Ｂ、Ｂ／著

●四季を味わうにっぽんのパスタ　　　　　スズキ　エミ／著

●されど愛しきお妻様　　　　　　　　　　　鈴木　大介／著

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

27 28 29 30

日時　7月15日（日）

　　　午後2時～3時

会場　大方あかつき館

　　　レクチャーホール

人形劇団プーク「もりのへなそうる」
～併演作品　はる・なつ・あき・ふゆ～

※7日月27日（金）は館内整理日です。

第
２8
回
企
画
展

期
間
　
7
月
3
日
（
火
）
〜
9
月
３０
日
（
日
）
ま
で

会
場
　
上
林
暁
文
学
館
（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
F
）

『
上
林 

暁
と
郷
土
の
歴
史
・
文
化
』

＊
上
林
暁
全
集
（
全
十
九
巻
）
に
は
短
編
小
説
四
百

編
、
随
筆
・
評
論
・
感
想
千
編
以
上
が
収
め
ら
れ
、

そ
の
内
、
郷
土
に
関
す
る
作
品
は
約
二
百
編
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
ふ
る
さ
と
の
歴

史
と
文
化
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
か
た
ち
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
日
本
史
に
残
る
郷
里
の
事
件
や

で
き
ご
と
か
ら
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
日
々
の
暮

ら
し
に
い
た
る
ま
で
、
上
林
は
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り

の
歴
史
・
文
化
に
強
い
関
心
を
抱
き
作
品
に
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
文
学
を
通
し
て

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
伝
え
る
先
人
の
記
録
で

も
あ
り
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
水
遊
び
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
楽
し
い
夏
の
遊
び
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
も
し
も
…
の
場
合
の
救
命

の
講
習
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所 

ど
う
ぞ
の
お
へ
や

　
　
　
　
（
伊
与
喜
６
９
９
―

１
）

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
１９
日
　
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

・
２６
日
　
お
誕
生
会

　
天
気
の
良
い
日
は
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

　
な
ど
で
水
遊
び
を
し
ま
す
　
　
　
　

★
第
4
回
「
子
育
て
講
座
」

・
１２
日
（
木
）

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
内
容
「
救
命
救
急
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
」

　
講
師
　
黒
潮
消
防
署
　
職
員

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁

４
３
―
０
５
１
２
（
直
通
）

7
月
の
予
定

※入場無料（先着210席）
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